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Ⅰ．第３回協議会の補足説明Ⅰ．第３回協議会の補足説明

１．信濃川の漁業概況
　・漁獲量
　・放流量

２．信濃川の河川利用
　・遊漁者数
　・利用形態
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信濃川の漁業概要信濃川の漁業概要
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信濃川の河川利用信濃川の河川利用

遊漁者数　平成１０年度調査結果　遊漁者数　平成１０年度調査結果　1010次漁業センサスより　次漁業センサスより　
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※　「信濃川」の調査範囲は河口から県境までの信濃川本川。
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出典：平成４年度　河川空間利用実態調査作業　報告書

河川利用状況（休日）河川利用状況（休日）
利用者数利用者数
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春季 H4.4.29 (晴)

春季 H4.5.5 (晴)

夏季 H4.8.9 (小雨)

秋季 H4.11.3 (晴)

冬季 H5.1.15 (雪)

長岡（春）・十日町（春）:スポーツ７０％

長岡（秋）・分水（秋）：散策７０～９０％
（農作業による利用）

長岡（春）・十日町（春）:スポーツ７０％

長岡（秋）・分水（秋）：散策７０～９０％
（農作業による利用）
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出典：平成４年度　河川空間利用実態調査作業　報告書

河川利用状況（休日）河川利用状況（休日）
利用者数（水遊び）利用者数（水遊び）

※夏季に利用者が少ないのは天候不良のため
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分水 長岡・小千谷 十日町 魚野川

人
数
（
人
）

春季 H4.4 .29 (晴)

春季 H4.5 .5 (晴)
夏季 H4.8 .9  (小雨)
秋季 H4.11 .3 (晴)
冬季 H5.1 .15 (雪)
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出典：平成４年度　河川空間利用実態調査作業　報告書

河川利用状況（休日）河川利用状況（休日）
利用者数（釣り）利用者数（釣り）
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春季 H4 .4 . 29  (晴)

春季 H4 .5 . 5  (晴)

夏季 H4 .8 . 9  (小雨)

秋季 H4 .11 .3  (晴)

冬季 H5 .1 . 15  (雪)

魚野川では

釣りでの利用が多い。
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出典：平成４年度　河川空間利用実態調査作業　報告書

河川利用状況（平日）河川利用状況（平日）
利用者数利用者数
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夏季 H4.7 .27 (晴)

春季 H5.5 .18 (曇)

春季：分水-散策等７０％（農作業）

春季：長岡・小千谷-60％がスポー
ツによる利用

春季：分水-散策等７０％（農作業）

春季：長岡・小千谷-60％がスポー
ツによる利用
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出典：平成４年度　河川空間利用実態調査作業　報告書

河川利用状況（平日）河川利用状況（平日）
利用者数（水遊び）利用者数（水遊び）
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十日町では水遊びで

の利用がなかった。

14
出典：平成４年度　河川空間利用実態調査作業　報告書

河川利用状況（平日）河川利用状況（平日）
利用者数（釣り）利用者数（釣り）

0
58

10

1017

0 36 0 11
0

200

400

600

800

1000

1200

分水 長岡・小千谷 十日町 魚野川

人
数
（
人
）

夏季 H4.7 .27 (晴)

春季 H5.5 .18 (曇)

※夏季（Ｈ４．７．２７）：魚野川　アユ釣り解禁日

Ｈ４.7.27　魚野川

アユ釣り解禁日

Ｈ４.7.27　魚野川

アユ釣り解禁日

魚野川では

釣りでの利用が多い。
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Ⅱ．現地調査結果報告Ⅱ．現地調査結果報告

１．調査概要
　・調査区域、調査期間、調査項目

２．生息環境調査
　・気象、流況、水質、pH24時間観測、水温、底質

３．生物調査
　・魚類、底生生物、付着生物、プランクトン、植物
　（鳥類、ほ乳類）

４．その他
　・地下水調査、景観調査

16

調査区域調査区域

川井大橋

上片貝
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百合居橋

西大滝ダム
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減水区間
63.5km
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調査期間および調査項目調査期間および調査項目

6
　
　
7
　
　
8
　
　
9
　
　
10
　
　

11
年・月

6/8～6/16
春季調査

8/5～9/10
夏季調査

10/25～11/11
秋季調査

調査期間 調査項目

水質、河川環境、生物調査（付着生物、
動植物プランクトン、底生生物、魚介類）

水質、河川環境、生物調査（付着生物、
動植物プランクトン、底生生物、魚介類）、
景観調査、ビデオ撮影（増水・渇水時）

水質、生物調査（付着生物、動植物プラ
ンクトン、底生生物、魚介類）、サケ遡上
撮影
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気温気温
（月平均気温）

新潟地方気象台　十日町観測所

※気象庁　気象月報より
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新潟地方気象台　十日町観測所

※気象庁　気象月報より
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降水量降水量
（月合計降水量）

新潟地方気象台　十日町観測所

※気象庁　気象月報より
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犀川

千曲川

信濃川

減水区間

十日町
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飯山

長野

佐久

松本

調査地点

過去5年
（H4～8）
平均値
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単位：mm

4-6月合計

４～６月総降水量7～9月総降水量

339

499

461

319

355

343

7-9月合計

508
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592

480
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381

10～11月総降水量

10-11月合計

687
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1208

118
734

108
649

272

1058

160
744

3期平均合計
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1064
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136
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861
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1065
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793

＊気象庁　気象月報より

流域の総降水量
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調査地点４～６月総日平均流量７～９月総日平均流量１０～１２月総流量
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夏季調査期間夏季調査期間
西大滝ダム放流量西大滝ダム放流量
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夏季調査期間夏季調査期間
宮中取水ダム放流量宮中取水ダム放流量
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秋季調査期間秋季調査期間
西大滝ダム放流量西大滝ダム放流量
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秋季調査期間秋季調査期間
宮中取水ダム放流量宮中取水ダム放流量
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水質調査結果水質調査結果
　環境基準項目　環境基準項目

pH BOD（mg/l）SS(mg/l) DO(mg/l)

6.5～8.5 2.0mg/l 以下 25mg/l 以下 7.5mg/l 以上

評価 評価 評価 評価

湯滝橋 ○ ○ ○ ○

百合居橋 ▲ ○ ○ ○

宮中取水ダム ○ ○ ○ ○

十日町橋（※１） ▲ △ ○ ○

川井大橋（※２） △ ○ ○ ○

上片貝 △ ○ ○ ○

魚野川 八海橋 ○ ○ ○ ○
N.D.：定量下限値（1.0mg/l）以下

※１：十日町橋は秋季調査から妻有大橋へ変更 評価区分： ○期間中基準を満たしている

※２：川井大橋は夏季調査から実施 △１回超過

▲２回超過

×全て超過

項目

環境基準Ａ類型値

区分

信濃川

ｐＨは減水区間でアルカリ側の値を示した。
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水質調査結果水質調査結果
　　環境基準項目　ｐＨ環境基準項目　ｐＨ
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環境基準(Ａ類型) 6.5以上 8.5以下

減水区間

アルカリ側の値が高い傾向は
特に夏季に顕著であった。
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2424時間連続観測時間連続観測

pH・水温・ＤＯ飽和率の測定
（平成11年9月9日10 :30～10日10 :30）
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昼 昼夜間

十日町橋直下

ｐＨが高いのは昼のみで、
夜間にはｐＨ7.5程度まで下がる。

環境基準値
（6.5～8.5）
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水質調査結果水質調査結果
感覚指標項目感覚指標項目

水温(℃） 臭気強度
調査結果 調査結果

湯滝橋 12.0　～　24.3 5
百合居橋 11.6　～　26.5 -
宮中取水ダム 13.0　～　21.4 -
十日町橋※１ 12.1　～　29.5 10
川井大橋※２ 13.0　～　29.4 -
上片貝 12.7　～　26.7 -

魚野川 八海橋 12.2　～　21.8 7

※１：十日町橋は秋季調査から妻有大橋へ変更 評価区分：
※２：川井大橋は夏季調査から実施  ○期間中基準を満たしている
評価基準（水道水質基準を参考）  △１回超過
濁度　２度・・・肉眼で確認できる値

項目 濁度（度）
評価
△

△
◯

区分

信濃川

◯
◯
◯
◯

外観、臭気は減水区間で特徴的な
変化は見られなかった。
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水質調査結果水質調査結果
　　硝酸態窒素（ＮＯ３-N）
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減水区間

減水区間では流下に伴って減少する。
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水質調査結果水質調査結果
　　リン酸態リン（PO4-P）
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窒素と同様に
減水区間では流下に伴って減少する。
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水質調査結果水質調査結果
　　クロロフィルａ
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減水区間

窒素、リンを栄養塩とする藻類が減水区間で増殖

特に減水区間で高い値を示した。

34

水温観測地点水温観測地点

●：信濃川本川

■：信濃川支川

百合居橋

西大滝ダム魚道

宮中取水ダム魚道

信濃川発電所放水口

小千谷発電所放水口

志久見川

中津川

10km0 5

川井大橋

川口橋

妙見堰魚道

上片貝

十日町橋

清津川

魚
野
川

信
濃
川
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水温調査結果水温調査結果
現地観測：実測
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 (℃）

春季（6/14）

夏季（8/10）

秋季（11/11）

16：40　　16：20　　16：00        15：10   　 14：26　　11：41     　11：20

16：40　　16：30 　 16：00   　　13：20   　　14：40　

15：15　 15：00　 14：39 　 14：10　　13：42 　 10：46  　 10：06

減水区間

減水区間で30℃を超える水温
が観測された。

36

水温調査結果水温調査結果
温度センサーによる観測 調査期間：10/21～10/26

信濃川本川
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14

16
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20

10/21
0時
10/21
12時
10/22
0時
10/22
12時
10/23
0時
10/23
12時
10/24
0時
10/24
12時
10/25
0時
10/25
12時
10/26
0時
10/26
12時

（
℃
）

妙見堰魚道

上片貝

川井大橋

十日町橋

宮中魚道

減水区間（川井大橋、十日町橋）では
昼夜の温度変化が激しい。
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衛星からみた河川内表面温度衛星からみた河川内表面温度

n 概要
使用データ：LANDSAT/TM
撮影日時：平成11年8月1日午前9時頃
解像度：
　　30m（温度センサー画像については120m）

n 解析項目
　減水区間における相対的な水温比較

38

①湯滝橋ー西大滝ダム（中洲・河原を含まない）

←温度高　　　　温度低→

①湯滝橋ー西大滝ダム（中洲・河原を含む）

西大滝ダム

中洲・河原が見られる領域
湯滝橋

各区間の熱赤外・可視域合成画像各区間の熱赤外・可視域合成画像

39

②西大滝ダム－宮中ダム区間（中洲・河原を含まない）②西大滝ダム－宮中ダム区間（中洲・河原を含む）

津南町

西大滝ダム

百合居橋

宮中ダム

←温度高　　　　温度低→

中洲・河原が多く温度の高い領域

40

②宮中ダム－魚野川合流点区間（中洲・河原を含まない）③宮中ダム－魚野川合流点区間（中洲・河原を含む）

←温度高　　　　温度低→

宮中ダム

十日町市

十日町橋

魚野川合流点

川井大橋

中洲・河原が多く温度の高い領域
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③魚野川区間（中洲・河原を含まない）④魚野川区間（中洲・河原を含む）

←温度高　　　　温度低→

八海橋

六日町

魚野川合流点中洲・河原が多く温度の高い領域

42

減水区間と減水区間以外減水区間と減水区間以外
との表面温度比較結果との表面温度比較結果

中州・河原含まない

中州・河原含む

←温度高　　　　温度低→

中州・河原部分を含める

①湯滝橋－西大滝ダム
②西大滝－宮中ダム
③宮中ダム－魚野川合流点
④魚野川

0%

20%

40%

60%

80%

100%

① ② ③ ④

0%

20%

40%

60%

80%

100%

① ② ③ ④

43

底質調査結果底質調査結果
強熱減量強熱減量

※泥状底質のデータは底質調査方法とその解説（1975）より

1.3　%

3.3　%

0

1

2

3

4

5

6

十日町橋 宮中取水ダム

調査地点

強
熱
減
量
（
 
％
） ５％以上：泥状底質

44

※汚染河川のデータは底質調査方法とその解説（1975）より

底質調査結果底質調査結果
硫化物硫化物

45 mg/kg 31 mg/kg
0

500

1000

1500

2000

2500

十日町橋 宮中取水ダム

調査地点

硫
化
物
 
（
m
g
/
k
g
） 2000～10000 mg/kg：汚濁河川
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生物調査地区生物調査地区

川井大橋

上片貝

十日町橋

八海橋

宮中ダム

百合居橋

西大滝ダム

湯滝橋

減水区間
63.5km

調査地点

46

上片貝概況
生物調査地区

：魚類調査箇所

：底生動物・付着藻類調査箇所（瀬）

：底生動物・付着藻類調査箇所（緩流部）

撮影日：平成11年10月26日

47

川井大橋概況
生物調査地区

：魚類調査箇所

：底生動物・付着藻類調査箇所（瀬）

：底生動物・付着藻類調査箇所（緩流部）

撮影日：平成11年10月26日 48

十日町橋概況
生物調査地区

：魚類調査箇所

：底生動物・付着藻類調査箇所（瀬）

：底生動物・付着藻類調査箇所（緩流部）

撮影日：平成11年10月26日
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宮中取水ダム概況
生物調査地区

：魚類調査箇所

：底生動物・付着藻類調査箇所（瀬）

：底生動物・付着藻類調査箇所（緩流部）

撮影日：平成11年10月26日

50

百合居橋概況
生物調査地区

：魚類調査箇所

：底生動物・付着藻類調査箇所（瀬）

：底生動物・付着藻類調査箇所（緩流部）

撮影日：平成11年10月26日

51

湯滝橋概況
生物調査地区

：魚類調査箇所

：底生動物・付着藻類調査箇所（瀬）

：底生動物・付着藻類調査箇所（緩流部）

撮影日：平成11年10月26日

52

八海橋概況（魚野川）
生物調査地区

：魚類調査箇所

：底生動物・付着藻類調査箇所（瀬）

：底生動物・付着藻類調査箇所（緩流部）

撮影日：平成9年11月
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魚類調査　採捕種類数魚類調査　採捕種類数
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上片貝 川井大橋 十日町橋 宮中 百合居橋 湯滝橋 八海橋

種
類
数

春季 夏季 秋季

減水区間

信濃川・魚野川の合流後で
河川流量が多く、中流～渓流
に生息する魚類が見られた

コイ科および底生魚種（ｷﾞｷﾞ
ﾅﾏｽﾞ等）が多かった

カジカ・ヤマメ・ニジマス等
冷水性魚種が多かった

54

採捕個体数採捕個体数
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上片貝 川井大橋 十日町橋 宮中 百合居橋 湯滝橋 八海橋

種
類
数

春季 夏季 秋季

減水区間

総個体数に占める冷水性魚類の割合
は約30％で、信濃川の0.4％（湯滝橋）
～5.0％（宮中）を大きく上回っていた

減水区間は
個体数が少ない

55

出現優占種（夏季）出現優占種（夏季）

0 %

2 0 %

4 0 %

6 0 %

8 0 %

100%

上片貝 川井 十日町 宮中 百合居 湯滝橋 八海橋

出
現
頻
度 その他

オイカワ

ウグイ

減水の影響が顕著となる夏季の優占種を示す。

オイカワは出現しない
川井大橋・十日町橋では
オイカワ・ウグイが優占

総個体数が比較的少なかった中で、ナマズやギギ、カマツカ、ニゴイ
等の採捕割合が高く、「その他」が多くなった

減水区間

56

冷水性魚類の採捕状況冷水性魚類の採捕状況

種名 上片貝 川井大橋 十日町橋 宮中 百合居橋 湯滝橋 八海橋

アカザ ● ● ● ●

シマドジョウ ● ● ● ●

カジカ ● ● ●

アユ ● ● ● ● ● ●

ニッコウイワナ ● ● ●

サケ ●

ヤマメ（サクラマス） ● ● ●

ニジマス ● ●

ワカサギ ●

種類数 7 2 3 5 2 3 5

冷水性魚類の採捕状況

●確認地点　　　　　　　　　　減水区間

減水区間では種類数が少ないサケ型魚類の出現数が少ない
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冷水性魚類の生息適水温と現地観測水温との比較冷水性魚類の生息適水温と現地観測水温との比較①①
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上片貝　 　川井　　 十日町橋　 宮中　 百合居　 湯滝　 八海橋

水温出典：水産資源各論　水産学全集14,久保　伊津男, 恒成社厚生閣, 1966

減水区間

減水区間では適正水温
を上回っていた

各季とも採捕数が多い

58

冷水性魚類の生息適水温と現地観測水温との比較冷水性魚類の生息適水温と現地観測水温との比較②②
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現地水温 適水温

ヤマメ（サクラマス）ヤマメ（サクラマス）

採捕個体数

生息適水温

（5.5～20℃）
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上片貝 川井 十日町橋 宮中 百合居 湯滝 八海橋

個
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春季 夏季 秋季

上片貝　 　川井　　 十日町橋　 宮中　 百合居　 湯滝　 八海橋

水温出典：サクラマスの生態に関する研究Ⅰ,遡河サクラマスの生態と産卵について,
長内　稔・大塚　三津男,北水孵化研報,（29）,1967

減水区間

八海橋以外は各地区とも
適正水温を上回っていた

各季とも採捕数が多い

59
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冷水性魚類の生息適水温と現地観測水温との比較③冷水性魚類の生息適水温と現地観測水温との比較③

ニッコウイワナ

採捕個体数

生息適水温

（0.5～16.8℃）

上片貝　 　川井　　 十日町橋　 宮中　 百合居　 湯滝　 八海橋

水温出典：松原　喜代松・落合　明,1977,魚類学（下）　水産学全集19,恒成社厚生閣

減水区間

各地区とも秋季以外は
適水温を上回っていた

夏季調査では採捕されておらず、
支川へ溯上したものと推察される

60

その他の冷水性魚類その他の冷水性魚類
の採捕状況の採捕状況
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減水区間でも採捕された

各季とも採捕数が多い
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百合居橋百合居橋

夏季、百合居橋および十日町橋の河原には放流アユの喰み跡が多数みられた。夏季、百合居橋および十日町橋の河原には放流アユの喰み跡が多数みられた。

夏季調査時に百合居橋で夏季調査時に百合居橋で
確認されたアユの喰み跡確認されたアユの喰み跡

平成平成1111年年88月月

百合居橋百合居橋

アユの生息状況アユの生息状況

62
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魚野川魚野川

実際の夏季現地調査では百合居橋、十日町橋で
アユは一尾も捕獲されなかった。

アユの採捕数アユの採捕数

63

アユ放流地点および放流数アユ放流地点および放流数

　　平成11年度

　　：２５ｋｇ放流地点

　　：５０ｋｇ放流地点

西大滝ダム

志
久
見
川

宮中取水ダム

中
津
川

10km0 5

清
津
川

魚
野
川

信
濃
川

約約

約約

魚沼漁魚沼漁
10,34010,340kk

中魚沼郡漁中魚沼郡漁
約約1,2001,200kgkg

64

西大滝ダム

志
久
見

 減
水
区
間
 

  
63
.5
km
  

中
津
川

宮中ダム

信濃川発電所

小千谷発電所

千手発電所

0 5

清
津
川

10km

当間川

信
濃
川

魚
野
川

サケ・アユの産卵場　（聞き取り調査）サケ・アユの産卵場　（聞き取り調査）

上片貝付近

卯木付近

川井大橋付近

岩沢付近

新光寺付近

栄橋下流

姿大橋付近

清津川合流点
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今年サケ産卵

過去にサケ産卵

過去にアユ産卵

過去にサケ産卵

卯木付近　（川口橋上流）卯木付近　（川口橋上流）

信濃川

撮影日：平成11年10月26日 66

過去にサケ産卵

過去にアユ産卵

昨年アユ産卵

昨年アユ産卵

栄橋下流栄橋下流

信濃川

撮影日：平成11年10月26日

67

サケトラップ（今年３尾）

過去にサケ産卵
過去にサケ産卵

アユ産卵（毎年のように）

清
津
川

信濃川

清津川合流点清津川合流点 撮影日：平成11年10月26日

68

サケの回帰率サケの回帰率

0
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1.6

H25 29 33 37 41 45 49 53 57 61 2 6

(%) 信濃川全域

三面川

荒川

阿賀野川水系 ＋小阿賀野川

能生川

出典：新潟県さけます増殖効率化推進計画　出典：新潟県さけます増殖効率化推進計画　
　　　　平成８年８月新潟県　　　　平成８年８月新潟県

※４年回帰する前提で暫定的に算出した。※４年回帰する前提で暫定的に算出した。
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サケの回帰率サケの回帰率
（魚野川と減水区間）

出典
・新潟県「サケ資源」最近の動向
・長野県農政部園芸特産課　水産係より

※４年回帰する前提で暫定的に算出した。※４年回帰する前提で暫定的に算出した。
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H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10

（％） 減水区間

魚野川

長野県

魚野川は小出一括採捕数魚野川は小出一括採捕数

減水区間は清津川採捕数減水区間は清津川採捕数

長野県は西大滝ダム採捕数長野県は西大滝ダム採捕数
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サケ採捕数サケ採捕数
（信濃川水系）

3176

流刺網漁
2455

一括採捕

3319
一括採捕

中魚沼郡漁協

採捕数０

2490

一括採捕

2542
一括採捕

信濃川漁協
阿賀野川漁協（小阿賀野川）

五十嵐川漁協

寺泊漁協
加茂川漁協

魚沼漁協

単位（尾）

H10H10データデータ

信濃川水系信濃川水系
合計合計
13,98213,982尾尾
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底生動物調査　湿重量の比較底生動物調査　湿重量の比較
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春

夏

秋

秋季は増水の影響で湿重量が減少

ヒゲナガカワトビケラ類が優占し
湿重量が増加した

※50×50cmコドラート

による定量採取

□：減水区間

瀬瀬

緩流緩流
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優占種の比較（瀬）優占種の比較（瀬）

※各種に与えられた指標性を

もとにした水質の評価。

瀬における優占種

記号 水質階級 水質

Os 貧腐水性 きれい

αms α中腐水性

βms β中腐水性水域

Ps 強腐水性水域 汚れている

優占種 上片貝 川井大橋 十日町橋 宮中 百合居橋 湯滝橋 八海橋

目名 種名 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋

ﾐﾐｽﾞ ｲﾄﾐﾐｽﾞ属 ◎ ◎

ｶｹﾞﾛｳ ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ◎

ﾌﾛｰﾚﾝｽｺｶｹﾞﾛｳ ◎

ﾄｳﾖｳﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ◎ ◎

ｸｼｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ◎ ◎

ｷﾌﾞﾈﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ ◎ ◎ ◎

ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ ◎ ◎ ◎

ﾄﾋﾞｹﾗ ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ◎ ◎ ◎

ﾅｶﾊﾗｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ◎

ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ◎

ﾁｬﾊﾞﾈﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ◎

水質指標 Os Os Os Os Os Ps Os Os Os Os Os Os Osβms Os Os Os Ps Os Os Os

優占種の多くは貧腐水性指標種

ヒラタカゲロウ類・シマトビケラ類が優占

季差が小さい

マダラカゲロウ類が優占

しかし、秋季の
信濃川では強
腐水性指標種
も出現
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優占種の比較（緩流部）優占種の比較（緩流部）

緩流における優占種

優占種 上片貝 川井大橋 十日町橋 宮中 百合居橋 湯滝橋 八海橋

目名 種名 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 春 夏 秋

ﾐﾐｽﾞ ｲﾄﾐﾐｽﾞ属 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ｶｹﾞﾛｳ ﾄｳﾖｳﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ◎

ｸｼｹﾞﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ ◎ ◎

ｷﾌﾞﾈﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ﾋﾒﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ ◎

ﾄﾋﾞｹﾗ ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ◎ ◎

ﾅｶﾊﾗｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ◎

水質指標 Os Os Os Os Os Ps Os Os Ps Os Os Ps Os Os Ps Os Os Ps Os Os Os

ヒラタカゲロウ類・シマトビケラ類が優占
季差が小さい

マダラカゲロウ類が優占

優占種の多くは貧腐水性指標種 しかし、秋季の信濃川では
強腐水性指標種が多い
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種組成の比較（春・夏）種組成の比較（春・夏）
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春 夏 春 夏 春 夏 春 夏 春 夏 春 夏 春 夏

上片貝 川井大橋 十日町橋 宮中 百合居橋 湯滝橋 八海橋

総
個
体
数
/
m2

カゲロウ目 トビケラ目 ハエ目 その他

※各地点の出現個体数を主要な目別に比較。

主要目の個体数割合

□：減水区間

信濃川本川ではトビケラ類が多く、八海橋で
はカゲロウ類が多くなる傾向が見られた
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生物指数による水質評価（生物指数による水質評価（BeckBeck--津田法）津田法）

α法
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β法
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生
物
指
数

春季

夏季

生物指数＝２Ａ（きれいな水域の指標種）

　　　　　　　＋Ｂ（汚れた水の指標種）

生物指数 水質階級 記号 水質

20以上 貧腐水性 Os きれい

11～19 α中腐水性 αms

6～10 β中腐水性水域 βms

0～5 強腐水性水域 Ps 汚れている

Os

Os

□：減水区間

八海橋の指数が最も高い
（水質が清冽）
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クロロフィルａ
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流
部

(μg/cm2）

春季

夏季

秋季

魚野川魚野川

減水区間

付着藻類のクロロフィルａ分析結果付着藻類のクロロフィルａ分析結果



9

77

フェオ色素
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百
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瀬

湯
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緩
流
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八
海
橋
瀬

八
海
橋

緩
流
部

(μg/cm2）

春季

夏季

秋季
魚野川魚野川

減水区間

信濃川の宮中取水ダムより
上流および魚野川では夏季
にフェオ色素の値が高い。

付着藻類のフェオ色素分析結果付着藻類のフェオ色素分析結果

78

減水区間の河床には腐敗した付着藻類が広がっていた。減水区間の河床には腐敗した付着藻類が広がっていた。

百合居橋　百合居橋　8/108/10

79

十日町橋　十日町橋　8/108/10

80

付着藻類調査結果付着藻類調査結果
夏季

夏季　付着藻類細胞数
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藍藻 珪藻綱 緑藻綱 褐色鞭毛藻 出現種類数

魚野川

減水区間

夏季に魚野川で藍藻（Homoeothrix）
の出現が多くみられた。

※※原則として５ｃｍ×５ｃｍコドラート４回採取原則として５ｃｍ×５ｃｍコドラート４回採取
数値は暫定値数値は暫定値
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現地調査観察結果現地調査観察結果
付着藻類等の腐敗の様子

n 調査日時：平成11年8月11日
n 調査地点：十日町橋上流側

十日町橋

調査地点

82

調査地点の様子

83

珪藻の主な優占種はNitzschia palea

春季　植物プランクトン
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数値は暫定値数値は暫定値

植物プランクトン植物プランクトン
春季調査結果春季調査結果

減水区間では出現細胞数が多かった。

減水区間の出現細胞数は
魚野川の4倍以上であった。

※※採取方法：採水沈殿法採取方法：採水沈殿法
84

夏季　植物プランクトン
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緑藻の割合が増加 Chlamydomonas, Pandorina, Scenedesmus等

数値は暫定値数値は暫定値

植物プランクトン植物プランクトン
夏季調査結果夏季調査結果

夏季にも減水区間で出現細胞数が多かった。
また、緑藻の割合が増加する傾向がみられた。

※※採取方法：採水沈殿法採取方法：採水沈殿法
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植物調査結果（植生断面図）植物調査結果（植生断面図）

十日町橋　十日町橋　1999.11.171999.11.17

八海橋　八海橋　1999.11.111999.11.11
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水際線の比較水際線の比較

79

21

33

67

0%
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40%
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80%

100%

信濃川 魚野川

植生

裸地

調査範囲調査範囲
　信濃川：　信濃川：魚野川合流点魚野川合流点～宮中取水ダム堤体～宮中取水ダム堤体
　　魚野川：信濃川合流点～八海橋魚野川：信濃川合流点～八海橋

※計測は航空写真を用いた。※計測は航空写真を用いた。
平成７年１１月１３日撮影平成７年１１月１３日撮影

91

十日町橋付近
八海橋付近

水際の植生

n 信濃川（十日町橋付近）

n 魚野川（八海橋付近）

濃青色：水域
赤系色：植生
薄緑色：裸地

92

十日町橋付近の状況

濃青色：水域
赤系色：植生
薄緑色：裸地

十日町橋

水際付近には裸地が多く、植
生は水域から離れたところに
存在している
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濃青色：水域
赤系色：植生
薄緑色：裸地

八海橋付近の状況

八海橋

水際付近に裸地は少なく、植生
が広がっている
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地下水

河川水

epm0.51.0

SO4

0 0.5 1.0

Na+K Cl

HCO3Ca

Mg

凡例

信濃川河道内湧水

信濃川河川水

川治河川水

河川結果

地下水調査結果　地下水調査結果　主要溶存イオン組成図
８月８月3131日調査日調査
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地下水

河川水

epm0.51.0

SO4

0 0.5 1.0

Na+K Cl

HCO3Ca

Mg

凡例

信濃川河道内湧水

信濃川河川水

川治河川水

河川結果 第８水源地浅井戸

十日町地域広域事務組合
屠畜場　浅井戸

民間井戸

河川・浅井戸結果

地下水調査結果　地下水調査結果　主要溶存イオン組成図
８月８月3131日調査日調査
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epm0.51.0

SO4

0 0.5 1.0

Na+K Cl

HCO3Ca

Mg

凡例

信濃川河道内湧水

信濃川河川水

川治河川水

河川結果

第１水源地深井戸

第５水源地深井戸

川治観測井戸

河川・深井戸結果

地下水

河川水

地下水調査結果　地下水調査結果　主要溶存イオン組成図
８月８月3131日調査日調査
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平成11年8月10日　　流量：6.0t

景観調査結果景観調査結果

流量変化による景観の様子（宮野原橋下流方向）

98

平成11年5月18日　　流量：27.7t

景観調査結果景観調査結果

流量変化による景観の様子（宮野原橋下流方向）
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平成11年6月22日　　流量：167.7t

景観調査結果景観調査結果

流量変化による景観の様子（宮野原橋下流方向）

100

宮中ダム放流時の経時変化宮中ダム放流時の経時変化
（平成11年9月12日　14時～18時）

n 妻有大橋（上流方向）
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岩沢流量　14時：216.66m3/s　15時:210.60m3/s

妻有大橋　14時台

妻有大橋

102

岩沢流量　15時：210.60m3/s　16時：207.60m3/s

妻有大橋　15時台

妻有大橋

103

妻有大橋　16時台

岩沢流量　16時：207.60m3/s　17時：201.67m3/s

妻有大橋

104

妻有大橋　17時台

岩沢流量　17時：201.67m3/s　18時：174.32m3/s

妻有大橋
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105

岩沢流量　18時：174.32m3/s　19時：117.69m3/s

妻有大橋　18時台

妻有大橋

106

数値は回答数を示す

回答の内容 アンケート ヒアリング 合計

生息しなくなった魚介類 25 4 29

生息が減少した魚介類 33 2 35

生息数が増加した魚介類 11 2 13

生息数が減少した時期 4 2 6

生息数が減少した場所 5 1 6

遡上・降河の現象 24 8 32

魚介類に関する意見

アンケートとの比較（生物）アンケートとの比較（生物）

107

アカザ アユ カジカ

サケ サクラマス モクズガニ

ウナギ イワナ（ニッコウイワナ） ナマズ

生息しなくなった・減少したとされる魚介類

秋季春季 夏季減水区間で確認されたもの
108

ギンブナ ブルーギル

ブラックバス ナマズ

増加したとされる魚介類

秋季春季 夏季減水区間で確認されたもの
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109

回答の内容 アンケート ヒアリング 合計

8 3 11

17 9 26

11 1 12

17 2 19

4 5 9

 魚道の整備・改修 11 5 16

回答の内容 アンケート ヒアリング 合計

悪臭 9 5 14

水温の上昇
水質の悪化
ヘドロの堆積

藻類の腐敗
瀬・淵の消滅

数値は回答数を示す
生息環境に対する意見等生息環境に対する意見等

夏季に宮中ダム下流区間で３０℃を超えた。

水質は特に問題となる事柄は認められなかった。

底質調査ではヘドロはみとめられなかった。底質調査ではヘドロはみとめられなかった。

特に夏季には減水区間の滞留部で藻類の
腐敗が観察された。そこでは藻類基部の
還元層で硫化物臭が確認された。

底泥から悪臭の原因となるほどの
硫化物は検出されなかった。

110

n調査予定
n地下水調査（冬季・春季）

n問題点の抽出・整理

Ⅲ．今後の予定Ⅲ．今後の予定


